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中
国
の
朝
鮮
族
を
知

る

狩
野
修
二

朝
鮮
族
は
中
国
で
認
定
さ
れ
て
い
る
五

五
あ
る
少
数
民
族
の
一
つ
で
あ
り
、
吉
林

省
を
筆
頭
に
、
遼
寧
省
・
黒
龍
江
省
な
ど

中
国
東
北
部
に
数
多
く
居
住
し
て
い
る
。

二
○
○
○
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、

朝
鮮
族
の
人
口
は
中
国
全
体
で
約
一
九
二

万
人
お
り
、
こ
れ
は
韓
国
と
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
以
外
に
暮
ら

す
朝
鮮
民
族
の
中
で
最
も
数
が
多
い
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
当
初
よ
り
少
数

民
族
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
族
で

は
あ
る
が
、
古
く
か
ら
中
国
に
居
住
し
て

い
た
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
大
部
分
は
、

一
九
世
紀
中
頃
以
降
、
貧
困
や
飢
饉
を
逃

れ
、
新
た
な
耕
地
を
求
め
て
移
住
し
て
き

た
人
々
や
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
・
中
国
東

北
部
の
支
配
・
統
治
の
結
果
と
し
て
移
住

し
て
き
た
人
々
と
そ
の
子
孫
で
あ
る
。
彼

ら
が
集
住
す
る
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治

州
や
長
白
朝
鮮
族
自
治
県
な
ど
の
地
域
で

は
、
政
府
に
よ
り
一
定
の
自
治
権
を
与
え

ら
れ
て
お
り
、
民
族
語
に
よ
る
教
育
等
を

通
じ
、
朝
鮮
民
族
と
し
て
の
言
語
や
文
化

を
保
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
改
革
開
放
政
策
や
、
一
九
九
二

年
の
中
韓
国
交
樹
立
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る

図
們
江
地
域
開
発
計
画
な
ど
に
よ
り
、
中

・
韓
両
国
の
言
語
を
使
用
で
き
る
朝
鮮
族

は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
で
活
躍
で
き
る
人

材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
こ
で

は
彼
ら
朝
鮮
族
を
知
る
た
め
の
図
書
を
紹

介
し
た
い
。

ま
ず
、
彼
ら
の
歴
史
と
現
状
を
知
る
た

め
の
概
要
書
と
し
て
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自

治
州
概
況
執
筆
班
著
『
中
国
の
朝
鮮
族｜

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
概
況
』（
む
く
げ
の
会　

一
九
八
七
年
）、
高
崎
宗
司
著
『
中
国
朝

鮮
族｜

歴
史
・
生
活
・
文
化
・
民
族
教

育
』（
明
石
書
店　

一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。

前
者
は
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
事
情
の
み

に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
が
、
朝
鮮
族
を
全

面
的
・
系
統
的
に
紹
介
し
た
初
め
て
の
資

料
で
あ
る
と
い
え
る
。
後
者
は
延
辺
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
吉
林
省
・
黒
龍
江
省
・

遼
寧
省
の
各
市
と
、
そ
の
他
中
国
各
地
域

の
朝
鮮
族
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
、
同

じ
朝
鮮
族
で
あ
り
な
が
ら
も
朝
鮮
族
人
口

の
少
な
い
地
域
で
は
言
語
の
保
持
も
ま
ま

な
ら
な
い
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
鄭
雅
英
著
『
中
国
朝
鮮
族
の
民
族

関
係
』（
ア
ジ
ア
政
経
学
会　

二
○
○
○

年
）
で
は
、
日
・
中
・
韓
三
カ
国
の
様
々

な
文
献
を
用
い
て
、
歴
史
・
民
族
教
育
・

経
済
の
現
状
な
ど
を
詳
細
に
解
説
し
て
お

り
、
概
説
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
論
文
集

と
な
っ
て
い
る
。

朝
鮮
族
が
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
へ
と
移

住
し
、
定
住
す
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て

詳
し
く
扱
っ
て
い
る
資
料
に
は
、
鶴
島
雪

嶺
著
『
中
国
朝
鮮
族
の
研
究
』（
関
西
大

学
出
版
部　

一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。
ま

た
移
民
で
あ
る
彼
ら
が
中
国
少
数
民
族
の

一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
重
要
な
過
程
の

一
つ
と
し
て
抗
日
闘
争
へ
の
参
加
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝

鮮
族
簡
史
編
写
組
編
『
抗
日
朝
鮮
義
勇
軍

の
真
相｜

忘
れ
ら
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
満

州
』（
新
人
物
往
来
社　

一
九
九
○
年
）

に
詳
し
い
。
視
点
を
変
え
て
、
移
民
の
歴

史
を
個
々
の
体
験
か
ら
知
る
も
の
と
し
て
、

中
国
朝
鮮
族
青
年
学
会
編
『
聞
き
書
き
朝

鮮
族
生
活
誌
』（
社
会
評
論
社　

一
九
九

八
年
）
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
移
民
一
世
た
ち
の
話
は
朝
鮮

族
の
き
び
し
い
歴
史
を
生
々
し
く
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

中
国
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
暮
ら
し

て
い
る
朝
鮮
族
は
、
朝
鮮
民
族
と
し
て
の

社
会
・
文
化
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
や
は

り
中
国
社
会
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
中
で

変
容
を
迫
ら
れ
る
。
韓
景
旭
著
『
韓
国
・

朝
鮮
系
中
国
人
＝
朝
鮮
族
』（
中
国
出
版　

二
○
○
一
年
）
で
は
彼
ら
の
民
族
意
識
や

ホ
ス
ト
社
会
で
あ
る
中
国
へ
の
適
応
に
つ

い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
佐
々
木
衞
・
方
鎮

珠
編
『
中
国
朝
鮮
族
の
移
住
・
家
族
・
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
』（
東
方
書
店　

二
○
○
一

年
）
で
は
朝
鮮
族
の
中
国
で
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
や
伝
統
文
化
の
変
容
、
家
族
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
現
地
の
調
査
を

も
と
に
考
察
し
て
い
る
。
彼
ら
の
民
俗
文

化
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
日
・
中
・
韓
の

三
カ
国
が
「
中
国
東
北
部
朝
鮮
族
民
族
文

化
調
査
団
」
と
い
う
調
査
団
を
結
成
し
一

九
九
四
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
の
三
年

の
歳
月
を
費
や
し
、
東
北
三
省
の
各
地
で

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
竹
田
旦
編
『
中

国
東
北
部
朝
鮮
族
の
民
族
研
究
』（
第
一

書
房　

一
九
九
九
年
）
が
そ
の
成
果
と
し

て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
継
承
し
て

い
る
文
化
や
中
国
社
会
の
影
響
を
受
け
て

変
化
し
た
風
習
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
の
改
革
・
開
放
政
策
と
中
韓
国
交

樹
立
は
朝
鮮
族
社
会
に
劇
的
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
。
親
族
訪
問
と
し
て
韓
国
を
訪

れ
る
機
会
が
で
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

韓
国
へ
の
出
稼
ぎ
が
増
え
、
ま
た
国
内
で

も
中
国
に
進
出
す
る
韓
国
企
業
に
よ
っ
て
、

言
語
を
共
に
す
る
廉
価
な
労
働
力
と
し
て

雇
用
さ
れ
始
め
、
国
内
外
へ
の
移
動
を
加

速
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
彼
ら
の
活

躍
の
場
を
広
げ
、
経
済
的
向
上
を
も
た
ら

し
た
が
、
同
時
に
朝
鮮
族
集
住
地
域
の
人

口
減
少
、
そ
れ
に
よ
る
民
族
教
育
縮
小
な

ど
新
た
な
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。
金
永

基
著
『
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
移
動
と
地
域
社

会
の
再
構
築｜

中
国
朝
鮮
族
の
移
住
・
適

応
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
再
形
成
』（
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
小
林
節

太
郎
記
念
基
金　

二
○
○
六
年
）
で
は
韓

国
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
定
住
化
し
つ
つ
あ
る

朝
鮮
族
の
韓
国
社
会
へ
の
適
応
と
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
朝
鮮

族
研
究
会
編
『
朝
鮮
族
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

移
動
と
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
ア
ジ
ア

経
済
文
化
研
究
所　

二
○
○
六
年
）
は
、

二
○
○
五
年
に
開
か
れ
た
「
在
日
本
中
国

朝
鮮
族
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
講
演
論

文
を
も
と
に
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
朝
鮮

族
の
国
内
外
の
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
報
告
し
て
お
り
、
最
近
の
朝
鮮
族
事

情
を
知
る
最
適
の
資
料
で
あ
る
。

（
か 

の
う　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）


